
これまでの導入施策

首都圏機能強化関連施策（OI-3、OI-23、OI-26）

PBN展開計画（RNP AR進入方式）（OI-9）
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首都圏機能強化とCARATS施策
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PBN展開状況（RNAV / RNP AR /RNP 進入方式）
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北九州

37%

山口宇部
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岡山

13%
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4%

大分

4%

その他

23%

RNP AR運航実績

 対象運航者：JAL（JAR含む）、ANA（AKX含む）、SFJ、SNJ

 対象期間：2015年1月～2019年12月

 各方式における従来方式からの経路短縮距離からAR導入効果（飛行時間、燃料消費量、CO2排出量）を算出。
• 約42,000回のRNP AR進入の実施実績
➢ 約3,200時間の飛行時間削減

➢ 約1,390万ポンドの燃料消費量削減⇒約3億9千万円の燃料費削減効果

➢ 約1,980万kgのCO2排出量削減⇒4,400家庭分の年間排出量に相当（※）

注1）いずれも暦年値。
注2）飛行時間、燃料消費量、CO2排出量はB738の場合を仮定し、季節による風の変動等は考慮していない。
注3）過年度分も含め、一部運航者の報告数を航跡データ等に基づき補正したため、過年度の資料と値が一致していない。

表1. AR導入による効果まとめ

（※） 一般家庭の1年間のCO2排出量：約4,480kg（2017年度）（出所：温室効果ガスインベントリオフィス）

表2. 実施回数の多い上位5空港

2015 2016 2017 2018 2019 計

運航回数 [回] 7,309 5,905 8,768 9,617 10,483 42,082

飛行時間削減量 [h] 587.4 452.3 678.2 724.3 785.1 3,227.4

燃料消費削減量 [千lb] 2,540.2 1,948.2 2,923.6 3,115.4 3,375.1 13,902.4

CO2排出削減量 [千kg] 3,609.9 2,769.1 4,155.3 4,428.5 4,797.6 19,760.4

燃料費削減効果 [百万円] 70.22 39.50 76.05 104.01 103.50 393.29

2015 2016 2017 2018 2019 計

北九州 2,992 2,712 3,384 3,226 3,265 15,579

山口宇部 1,640 1,464 1,728 1,683 1,606 8,121

岡山 1,200 802 1,003 1,067 1,176 5,248

青森 0 0 395 644 822 1,861

大分 345 197 302 270 415 1,529


